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国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

平成 30 年度 研究評価委員会（情報・人間工学領域） 

議事次第 

 

日 時：平成 31年 3 月 15 日（金）10:00-16:55  

場 所：柏の葉カンファレンスセンター 

 

現場見学会（90 分） 国立研究開発法人産業技術総合研究所柏センター  10:00-11:30 

 見学 1）柏センター、人間拡張研究センター概要説明（12 分） 

  人間拡張研究センター長 持丸正明 

 見学 2）介護ロボット導入による生活機能拡張（15分） 

  人間拡張研究センター 生活機能ロボティクス研究チーム長 松本吉央 

 見学 3）超人スポーツ「超人ペナルティキック」（12分） 

  人間拡張研究センター 共創場デザイン研究チーム 主任研究員 村井昭彦 

 見学 4）ABCI（15 分） 

  情報・人間工学領域長 関口智嗣 

 

昼食・休憩（45 分）   11:30-12:15 

 

開会挨拶 理事／評価部長 加藤 一実 12:15-12:20 

委員等紹介・資料確認 評価部研究評価室 高橋 直人 12:20-12:25 

  

領域による説明（質疑含む） （議事進行：横塚 裕志 評価委員長） 

１．領域の概要と研究開発マネジメント   12:25-13:25 

 （説明 30 分、質疑・評価記入 30 分）  理事／情報・人間工学領域長 関口 智嗣 

 

 ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

 ・平成 30 年度の実績・成果 

 

２．「橋渡し」のための研究開発 

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究） 

 （説明 20 分、質疑・評価記入 20 分）   13:25-14:05 

 

 歩行・走行の計測評価技術とランニング義足開発（10 分） 

   人間拡張研究センター長  持丸 正明 

 大型構造物組立ヒューマノイドロボットシステムの開発（10 分） 

   知能システム研究部門長 河井 良浩 

 

 ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

 ・平成 30 年度の実績・成果 

 

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発 

 （説明 20 分、質疑・評価記 20 分）   14:05-14:45 

 

 人工知能の品質保証に関する研究開発（10 分） 

  サイバーフィジカルセキュリティ研究センター長  松本 勉 

 大規模 AI クラウド計算システム「ABCI」の構築と運用（10 分） 

  人工知能研究センター 産総研・東工大 RWBC-OIL 副ラボ長 小川 宏高 

 

 ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

 ・平成 30 年度の実績・成果 

 

休憩（15 分）   14:45-15:00 
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発 

 （説明 20 分、質疑・評価記入 20 分）   15:00-15:40 

 

 人工知能とシミュレーションの融合（10 分）  

  人工知能研究センター NEC‐産総研 人工知能連携研究室 副室長 中田 亨 

 深層学習を用いた胸部 X線画像異常検知（10 分） 

  人工知能研究センター パナソニック‐産総研先端型 AI 連携研究ラボ長 小澤 順 

 

 ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

 ・平成 30 年度の実績・成果 

 

 

総合討論・評価委員討議・講評 （議事進行：横塚 裕志 評価委員長） 

 総合討論（領域等への質疑を含む） （25 分）  15:40-16:05 

 評価委員討議（領域等役職員 退席） （20 分）  16:05-16:25 

 評価記入（領域等役職員 退席） （20 分）  16:25-16:45 

  ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

  ・平成 30 年度の実績・成果 

 委員長講評（領域等役職員 着席） （5分）  16:45-16:50 

  

閉会挨拶 理事／評価部長 加藤 一実  16:50-16:55 
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氏名 所属 役職名

委員長 横塚　裕志 一般社団法人　情報サービス産業協会 会長

稲垣 敏之
（欠席）

筑波大学 副学長・理事

小松 文子
（欠席）

長崎県立大学 情報システム学部 情報セキュリティ学科 教授

澤谷　由里子 名古屋商科大学　ビジネススクール 教授

進藤　智則 株式会社　日経BP社 日経Robotics編集長

評価委員
情報・人間工学領域

所属・役職名は委員会開催時
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評価資料（年度末確定値） 
 

 

１．領域の概要と研究開発マネジメント 

各種指標（単位） 委員会説明 年度実績（確定値） 備考 

論文発表件数（報） 87 165  

論文の被引用数（回） 1,912 2,163  

Google Scholar サブカテゴ

リ上位 20 以内のプロシーデ

ィングス採択件数（報） 

106 125  

知的財産の実施契約件数

（件） 

243 254  

民間資金獲得金額（億円） 15.58 16.88  

研究契約件数(大企業)（件） 132 144  

研究契約件数(中堅・中小企

業) （件） 

38 39  

中堅・中小企業の研究契約件

数の比率（%） 

22.4 21.3  

技術コンサルティング収入

（万円） 

9,300 9,300  

イノベーション人材育成人数

（名） 

128 131  

無償技術相談件数（件） 240 353  

技術コンサルティング件数

（件） 

38 50  

評価委員会での説明以降、年度末までに追加された主な実績・成果・アウトカム 

・民間資金獲得額が目標値比 116%を達成 

・知的財産の実施契約等件数が目標値比 127%を達成 

・論文発表件数が目標値比 118%、被引用数が目標値比 144%、Google Scholar サブカテゴリ上位 20 以

内のプロシーディングス採択件数が目標値比 114％を達成 

 

２．「橋渡し」のための研究開発 

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究） 

各種指標（単位） 委員会説明 年度実績（確定値） 備考 

論文の被引用数（回）（再掲） 1,912 2,163  

論文発表件数（報）（再掲） 87 165  

Google Scholar サブカテゴリ上

位 20 以内のプロシーディング

ス採択件数（報）（再掲） 

106 125  

評価委員会での説明以降、年度末までに追加された主な実績・成果・アウトカム 

・論文発表件数が目標値比 118%、被引用数が目標値比 144%、Google Scholar サブカテゴリ上位 20 以

内のプロシーディングス採択件数が目標値比 114％を達成 

 

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発 

各種指標（単位） 委員会説明 年度実績（確定値） 備考 

知的財産の実施契約件数（件）

（再掲） 

243 254  

評価委員会での説明以降、年度末までに追加された主な実績・成果・アウトカム 

・知的財産の実施契約等件数が目標値比 127%を達成 
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発 

各種指標（単位） 委員会説明 年度実績（確定値） 備考 

民間資金獲得金額（億円） 

（再掲） 

15.58 16.88  

技術コンサルティング件数（件）

（再掲） 

38 50  

技術コンサルティング収入 

（万円）（再掲） 

9,300 9,300  

評価委員会での説明以降、年度末までに追加された主な実績・成果・アウトカム 

・民間資金獲得額が目標値比 116%を達成 

 

【総括表】 

（一部再掲、目的基礎、「橋渡し」前期、「橋渡し」後期の重複なし） 

評価指標/モニタリング指標 年度実績（確定値） 領域としての目標値 

民間からの資金獲得額（億円） 16.88 14.5 

論文の合計被引用数（回） 2,163 1,500 

論文発表数（報） 165 140 

リサーチアシスタント採用数（名） 130 
70 

イノベーションスクール採用数（名） 1 

知的財産の実施契約等件数（件） 254 200 
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評価委員コメント及び評点 

 
 

１．領域の概要と研究開発マネジメント 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・民間資金の獲得は大変難しいテーマであるが、目標を達成している。社会生活の課題解決から研究を始

めていく姿勢が成功の基だと思います。 

・現在の活動計画において、十分に目標が達成できると思われる。柏の葉に実証の場を設け、エコシステ

ム創出の推進活動に対して期待する。 

・実績は目標値を上回っており、国の研究機関としての役割を十分果たしている。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・今後の政策としては、社会課題の解決をテーマとして進める方法論を模索してほしい。 

・人によるマーケティングだけではなく、デジタルなどを活用した問題を持つ企業との協業の可能性も考

えてみ良いのではないか。 

・情報・人間工学領域は産総研の中でも、最も民間との人材獲得競争が激しい領域と思われる。引き続き

今の施策・改善策を拡充していただきたい。 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・民間資金の獲得は大変難しいテーマであるが、目標を達成している。社会生活の課題解決から研究を始

めていく姿勢が成功の基だと思います。 

・十分に目標を達成したと考える。特に民間資金の獲得、論文被引用数の達成について評価する。 

・若手人材の獲得、特に獲得が激化している AI 領域で、人事制度面での特例など具体的な施策の検討を始

めており、非常に評価できる。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・産総研において、若年層での人材流出（民間への転職）が続いているとの声は最近は良く聞くようにな

った。喫緊の課題として取り組んでいただきたい。 

 

２．「橋渡し」のための研究開発 

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究） 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・成人病の予防、障がい者の支援、構造物の建築、という課題からスタートしているので面白い成果が出

ている。 

・実施されている研究開発を進められて、データを蓄積することによって、これまでにない新しい社会イ

ンパクトを与えるイノベーション創出をリードしていってほしい。 

・基礎研究段階から、竹中工務店や AirBus など民間の声を取り入れて研究を進めている点は評価できる。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・目的基礎、とか、橋渡しとのフレームワークは古くて使えないモデルとなっている。 

・データを活用した研究開発をどんどん推進していってほしい。 

・現在はロボットブームと言われているが、ブームが下火になるフェーズもまたやってくることだろう。

基礎研究の領域では、国の研究機関として世の中のブームに振り回されることなく、人材育成含め、長

期的視野で取り組んでほしい。 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・成人病の予防、障がい者の支援、構造物の建築、という課題からスタートしているので面白い成果が出
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ている。 

・研究成果だけではなく、研究マネジメントのイノベーションも実施し、成果を上げている。 

・今年度はヒューマノイドで HRP-5P という成果があった。すぐに出口がある領域ではないと思われるが、

先を急ぎすぎず着実に進めていただきたい。 

 

（改善すべき点及び助言） 

 とくになし 

 

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・順調に進んでいる。 

・産業界へのインパクトを視野に入れた研究計画が進められている。目標の実現に向けて進めていってほ

しい。 

・AI の品質保証、AI の計算インフラ、いずれもホットなテーマ。特に後者については世界的な成果を出し

ており、素晴らしい。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・もう少しＰＲ活動をしていただいて、日本産業をリードしてほしい。 

・成果や今後の計画に対する外部への情報発信をもっと行ってもいいのではないか。 

・ABCI は Preferred Networks の MN-1/2 などを除けば、日本国内では貴重な計算インフラだ。ぜひ民間企

業による外部利用を促して、生かしていってほしい。 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・プロジェクトの立ち上げが行われてきている。これからの成果に期待する。 

・ABCI はソニーの ImageNet 学習の高速化など世界的な成果を出しており、非常に評価できる。まさに産

総研のような公的研究機関として取り組むべき事業だろう。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・AI の品質保証については、国内でも MLSE（機械学習工学研究会）や QA4AI など同様の趣旨の活動・コミ

ュニティが立ち上がっている。適宜、連携しながら進めていただきたい。 

 

（３）「橋渡し」研究後期における研究開発 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・レベルの高い研究になっている。 

・企業との連携研究の仕組みが構築され、着実に成果が出てきつつある。意思決定の違いに対する研究に

期待する。 

・来年度以降は、連携研究室の数も現状の 4 個からさらに増えるとのことで、外部資金獲得の努力が実り

つつあるのだろう。大いに評価できる。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・NDA 等もあり難しい面もあるとは思うが、公的研究機関の活動でもあるため、成果は論文等でできるだ

けオープンにしていっていただきたい。 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・問題の解決をきっちり実施している。プロジェクトによって、研究の位置付け（先進的な研究あるいは

研究成果の適応など）が多様であり、それぞれが進捗している。 

・冠研究室の成果については、個別企業のニーズに基づいていると思われるため、昨年度は外部からは評
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価しにくかったが、今年度は一部論文等もオープンになってきているようで、成果が出てきているのは

良いことだ。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・冠研究室の活動は、個別の研究成果の評価については顧客企業側が満足していればそれで良いと思われ

る。 

 

３．領域全体の総合評価 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・目標対比では順調に進んでいる。 

・これまでの研究開発の実績と経験を活かし、研究開発、研究所内に収まらないエコシステム構築を計画

している。頑張ってほしい。 

・産総研はベテラン研究者も多く、論文数など定量的な KPI については今期も安定した実績を出している

といえる。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・ブランド化、テーマの設定の仕方、など工夫が必要。 

・目的基礎とか橋渡しとかのフレームワークが通用しなくなっている。 

・マネジメントの項でも述べたが、若手人材の獲得・流出防止についてはぜひ継続的に取り組んでいただ

きたい。 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・目標としていた研究開発が着実に行われている。それだけではなく、トップコンファレンスへの論文投

稿など、目標を超える成果を出した。 

・研究員がスピンアウトし、スタートアップを設立する際の支援策なども充実しつつあるようで、評価で

きる。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・人事・給与制度の面では改善が進んでいるようだが、今後、若手人材を引きつけるには、ブランドイメ

ージ創出のような KPI 化しにくい部分での取り組みもさらに必要だろう。例年、論文数など定量的な

KPI は安定的に達成しているようだが、ブランドイメージのような面では、かつての電総研時代などと

比べると、（AI 領域などで民間のスタートアップ企業などが台頭するようになった時代の趨勢もあり）

やや陰りは見受けられるように外部からは感じる。 

 

 

４．評点一覧 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】
評価委員（P, R, S）による評価

評価項目 P R S

領域の概要と研究開発マネジメント S/A S/A S/A

「橋渡し」のための研究開発
　「橋渡し」につながる基礎研究 (目的基礎研究) S S/A S/A
　「橋渡し」研究前期における研究開発 A A S
　「橋渡し」研究後期における研究開発 S/A A S/A

領域全体の総合評価 S/A S/A S/A
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【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】
評価委員（P, R, S）による評価

評価項目 P R S

領域の概要と研究開発マネジメント S/A S/A S/A

「橋渡し」のための研究開発
　「橋渡し」につながる基礎研究 (目的基礎研究) S S/A S/A
　「橋渡し」研究前期における研究開発 A A S
　「橋渡し」研究後期における研究開発 S/A A S/A

領域全体の総合評価 S/A S/A S/A
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平成３０年度 研究評価委員会（情報・人間工学領域） 評価報告書 
令和元年６月１４日 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 評価部 

〒305-856１ 茨城県つくば市東１－１－１中央第１ 

        つくば中央１－２棟 

        電話 ０２９－８６２—６０９６ 

        http://unit.aist.go.jp/eval/ci/ 

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。 
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